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た訳ですよね。

服部　ところが92年頃にバ

ブルが崩壊して一変するの

です。会社はそれまでの経

営多角化や新規事業展開か

ら〝本業回帰〞路線へと経

営方針の大転換を図ること

になりました。所属してい

た研究部も事業縮小とな

り、ある日突然、部長に居

酒屋に連れ出されて打診さ

れたのが鉄鋼の製造部門へ

の配置換えでした。

桑名　それは入社して何年

目のことですか？

服部　７年目です。順調に

研究開発が進んだ同期が海

外留学に行き始めていて、

「自分も早く開発を成功さ

せて留学したい」と思って

いましたから、新規事業開

発と留学の夢が一度に断た

れたショックは大きかった

ですね。瞬間、頭の中が

真っ白になったのを今でも

鮮明に覚えています。そし

ていろいろ悩んだ末に転職

●
桑
名
涼
子
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　「
自
分
自
身
と
調
和
す
る
こ
と
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

土
台
と
考
え
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
提
案
。
2003

年
に
は
自
分
自
身
と
の

調
和
を
図
る
ア
イ
テ
ム
「
R
K
カ
ー
ド
」
を
執
筆
制
作
し
、
口
コ

ミ
で
全
国
に
広
が
る
。
ま
た
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
キ
ャ
ス
タ
ー
・

講
演
・
司
会
な
ど
幅
広
く
活
動
。
特
に
「
対
談
」
に
力
を
入
れ
、

ラ
ジ
オ
番
組
や
雑
誌
等
で
の
対
談
は
数
千
回
に
の
ぼ
る
。
近
著
は

「
あ
の
娘
に
も
彼
氏
が
い
る
理
由
～
モ
テ
ツ
ボ
47
～
」（
双
葉

社
）。
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
楽
し
む
力
」。

【
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
　
http://w

w
w
.k-w
ish.net 】

●
服
部
聡
之
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1961
年
生
ま
れ
。
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
ウ
ォ
ー
ト
ン
校
経
営
学

修
士
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
取
得
、
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
化
学

工
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
日
本
鋼
管
（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
）、

日
本
総
合
研
究
所
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
を
経
て
、
ヴ
ェ
オ

リ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
に
勤
務
。
事
業
開
発
本
部
長
や
営

業
本
部
副
本
部
長
、
グ
ル
ー
プ
会
社
代
表
取
締
役
な
ど
を
務
め
、
事

業
戦
略
、
Ｍ
＆
Ａ
、
上
下
水
道
事
業
経
営
分
析
・
提
案
活
動
な
ど
に

従
事
す
る
。
現
在
は
、
エ
ン
ビ
ズ
テ
ッ
ク
代
表
と
し
て
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
戦
略
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
政
策
提
言
、
著
述
な
ど
幅
広
い
活
動

で
注
目
さ
れ
る
。

エ
ン
ビ
ズ
テ
ッ
ク
　
H
P
:http

://w
w
w
.envbiztech.com

毎
日
　

全
力
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〝紆余曲折〞の多い
　 社会人生活でした…

桑名　ホームページで服部

さんのプロフィールを拝見

しましたが、エンビズテッ

クを起業されるまでにいろ

いろなお仕事に就かれたん

ですね。

服部　そうです。自分で言

うのも可笑しいですが、私

は「計画人間」なんです。

人の敷いたレールを歩くの

が嫌で、自分で計画をた

てて行動したい性分です。

元々〝独立志向〞が強く、

振り返ると〝紆余曲折〞の

 自
分
の
出
来
る
範
囲
で
、

 で
仕
事
に
励
む
だ
け
で
す

戦略家と同時に問題解決に向けて行動する人を意味する〝ＤＯタンカー〞。

服部聡之氏（エンビズテック代表）は、「変革」「改革」が求められる時代こそ

必要だと力説する。そこで今号では、エンビズテック起業までの変遷と海外水

ビジネス成功への道について聞いた。〝ＤＯタンカー〞を目指す氏の豊富な知

見に興味が尽きない……。
多い社会人生活を送ってき

たように思います（笑）。

桑名　紆余曲折の社会人生

活ですか？

服部　はい。私は１９８６

年に横浜国立大学工学部化

学工学科大学院を卒業して

社会人になりました。プラ

ザ合意の翌年で円高不況と

言われていた年です。昔か

ら水処理会社への関心は強

かったのですが、当時は今

のような「海外水ビジネス」

が話題になることはなく、

かなり保守的・伝統的色彩

の強い「装置産業」という

のが水業界に対するイメー

ジでした。

　一方、鉄鋼エンジニアリ

ング会社は総合素材・総合

エンジニアリング会社へと

転換を図っていた時で、ス

ケールの大きさやダイナミ

ズムなところに魅力を感じ

て日本鋼管（現・ＪＦＥス

チール）に就職したんです。

希望通り「中央研究所」に

配属され、新素材の研究開

発に携わりました。実は、

研究所といっても作業着を

着てパイロットプラントを

動かしたりしていましたの

で、開発現場に近い感覚で

すが……（笑）。

桑名　希望通りの配属で、

順風満帆な社会人生活だっ
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すか？

服部　注力したのは容器包

装リサイクル関係で、特に

国の法制定の準備支援や産

業界の仕組み作りです。

　当時の日本は北欧のよう

に飲み終えたビンを返すデ

ポジット制度とするのか、

ドイツやフランスのリサイ

クル制度にするのか大きな

議論となりました。

　私は、ドイツやアメリカ

のリサイクルシステムを見

てきた経験から、日本の生

活スタイルにはリサイクル

制度が適していると思って

いましたので、コンソーシ

アム活動や新聞などのコラ

ム執筆をとおして提案活動

もしました。

　その頃、通産省（現・経

済産業省）からの委託で２

週間ほどアメリカに調査・

視察する機会があり、日本

コカコーラの上野明副社長

（当時）と知り合いになり

ました。その方はリサイク

ル推進派で、頭脳明晰、国

の委員会でも弁が立ちます

し英語も堪能な方です。と

ても人間的な魅力もあり、

まさに〝国際ビジネスマ

ン〞の手本といった感じで

した。

桑名　服部さんにとって、

上野副社長との出会いがそ

の後の人生を大きく変えた

と言えそうですね。

服部　そうです。一緒に

回ったアメリカ調査旅行の

際に、ウォートンスクール

（ペンシルバニア大学）の

卒業生であるとお聞きしま

した。それまで、「ウォー

トンスクール」の名前すら

知らなかったのですが、調

べてみると全米屈指のビジ

ネススクールと知り、自分

もそこへ留学したいと思い

ました。

桑名　何歳の時ですか？

服部　31歳です。しかもそ

の時にはすでに子どももい

ました。

桑名　え〜、そうなんです

か？
服部　とはいえ、平日は終

電もしくはタクシーでの深

夜帰宅の毎日でしたから、

勉強できるのは朝の電車の

中か真夜中です。ある日、

夜中の２時過ぎに帰宅して

いつものように風呂の中で

勉強していたら、そのまま

眠ってしまいました。あま

り静かだからと心配して見

に来た妻に助けられたこと

があります。危うくおぼれ

死ぬところでした（笑）。

桑名　危な〜い（笑）。

服部　兎に角、死に物狂い

で勉強しましたね。

桑名　その間、仕事はどう

したのですか？

服部　勿論、仕事も必死に

やりました。４年目には容

器包装リサイクル協会の立

ち上げにも成功しました。

生まれて初めて仕事をやり

遂げたという達成感を感じ

たのがこの時です。

　そして34歳の時にウォー

トンに合格することができ

ました。

桑名　夢に見たウォートン

に留学して、ＭＢＡ（経営

学修士）を取得されました。

服部　そうです。

桑名　留学は何年間だった

のですか？

服部　２年間です。

桑名　留学生生活は如何で

した？

服部　日本からの留学生は

30名近くいましたが、ほと

んどが銀行や商社、保険会

社などからの企業派遣者で

した。エンジニア出身者は

私１人で、財務や会計につ

いて習うのは初めてでした

し、言葉のハンデもあって

はじめは授業のスピードに

ついていけませんでした。

　それに私は欲張りな性格

で、他の人は１つだけのと

ころ、「アントレプレナー

シップ」「ファイナンス」

「マーケティング」の３つ

も専攻したために、人の何

倍も勉強しなければなりま

せんでした。
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を決意しました。他人に自

分の人生を決められるのが

嫌だったからです。

桑名　そうですよね。「人

の敷いたレールを歩くのが

嫌い」だと……。

超ハードワークへ
　 人生変えた出会い

服部　実は、その時に水処

理エンジニアリング会社の

試験を受けて内定も頂いた

のですが、その時は、エン

ジニアリング会社（日本鋼

管）からエンジニアリング

会社への転職は、蟹の横歩

きみたいなイメージがして

自分の性格に合わず、断っ

てしまいました。

　そこで未知の分野で働き

たいと新聞などで探してい

たところ、前年に設立した

日本総合研究所が、環境ビ

ジネスの新規事業を立ち上

げて求人募集しているのを

見つけたんです。

桑名　梁山泊!?
　「豪傑や

野心家の集まる場所」とい

う意味ですか？

服部　そうです。ですから

当時のメンバーの多くは、

起業して成功していたり大

学教授になったりと、各分

野の第一人者として活躍し

ている人ばかりです。テレ

ビや新聞で見るたびに良い

刺激を受けています。

桑名　お互いに切磋琢磨し

た訳ですね。ところで日本

総研での主な仕事というの

は……。

服部　廃棄物リサイクル・

土壌汚染といった環境分野

でのコンソーシアムの企画

や事業戦略の策定、国や地

方自治体への提言活動、新

聞や雑誌での執筆などで

す。前職の研究所は比較的

自由な雰囲気がありました

が、一転して激務へと変わ

りました（笑）。

桑名　社会人としての生活

が一変した訳ですね。

服部　そうです。仕事は刺

激に富んでいて楽しかった

のですが、月曜日から金曜

日まで深夜残業（終電かタ

クシー帰宅）の連続でした。

また月曜日の報告会に間に

合わせるために、前週の金

曜日から会社に泊まり込む

ことも多く、土・日は家に

帰らず徹夜で資料を作成す

ることも度々でした。月曜

日の朝、夜が白みかけた頃

にタクシーで家に帰りシャ

ワーを浴びて午後からの報

告会に臨むなんてことをし

ていました。さすがにボサ

ボサの髪と汗臭いシャツで

お客さんの前には出られま

せんからね……（笑）。

桑名　超ハードワークだっ

たのですね。体を壊したり

しなかったのですか？

服部　昔から体は丈夫でし

たから……。

桑名　今言われた環境分野

の仕事というのは、具体的

にはどんな内容（仕事）で

桑名　すぐに応募して、見

事に合格した訳ですね。

服部　幸運にも……（笑）。

入社時の部署には社員が十

数名いましたが、一番驚い

たことはそのほとんどが商

社やメーカー、ゼネコンな

どの企業からの転向者で、

私以外は海外留学経験のあ

る人ばかりでした。つまり、

環境・エネルギー分野での

新産業創造を目指す精鋭揃

いで、いわば「梁山泊」み

たいなところです。

　余談ですが、後に上司と

なる面接官は昨年、菅直人

前総理のもと原発処理問題

で内閣官房参与になったソ

フィアバンク代表の田坂広

志さんでした。
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大組織の制約離れ
　 フリーな立場で…

桑名　そして、エンビズテッ

クを起業するに至る……。

服部　そうです。昔から独

立志向が強かったこともあ

り、２０１０年１月にエン

ビズテックとしての活動を

始めました。

桑名　今年は起業して３年

目になると思いますが、目

指すとことは……？

服部　現在は水ビジネスを

中心に、①環境産業創造に

対する戦略提言活動（出版、

セミナー、シンポジウム）、

②コンサルティング、アド

バイス活動をしています。

目指しているのは「ＤＯタ

ンカー」です。

桑名　ＤＯタンカー!?

服部　はい。ＤＯタンカー

とは、ビジョンや戦略を提

示する戦略家であると同時

に、プレーヤー（実際に事

業をする人）として実際に

行動する組織や人のことで

す。「外」と「内」の両方

の立場から事業を視ること

が必要で、ある程度組織の

制約を離れてフリーな立場

で仕事をすることが必要で

す。「変革」や「改革」が

求められる時代には必要と

確信しています。

　因みに、エンビズテック

の社名は、〝Environmental 
Business and Technology〞

の略で、環境ビジネスでグ

ローバル展開を目指す人や

組織を支援する企業です。

そして日本の優れた技術や

サービスによって環境問題

を解決し、社会貢献したい

との願いを込めて命名しま

した。常に、「環境ビジネス」

と「グローバル」という２

つの言葉を強く意識してい

ます。

桑名　現在の日本の水業界

は、変革期にあると言われ

ていますが……。

リしましたね。

　ちょうど１年を過ぎた

頃、このままヴェオリア単

独での営業を続けても見込

みがないと判断し、オギュ

スト・ローラン社長に相談

して「Ｍ＆Ａ」を推進する

戦略へと変更した訳です。

但し、敵対的ではなく友好

的なＭ＆Ａを進めていこう

ということになりました。

　その後、５年弱の間に日

本企業10社と交渉して出資

させて貰いました。いずれ

もユニークな技術と素晴ら

しい人材が揃った企業ばか

りです。そして日本企業を

通して、徐々にプロジェク

トが受注できるようになっ

たのです。

桑名　順調に拡大して成長

企業となった訳ですね。

服部　ところが、自ら中心

となって手掛けたＭ＆Ａに

より、会社は急拡大しすぎ

ました。２００４年にわず

か十数名でスタートした会

社は、２００９年頃にはグ

ループ会社を含めると社員

数は２０００名にもなって

いました。

　そしてリーマンショック

で、人事部が希望退職者を

募ったのを機に退職を決意

しました。折しも、日本の

水業界では海外水ビジネス

展開への関心が高まってき

た頃です。今度はフランス

企業の日本・アジア進出で

はなく、微力ながらも日系

企業の海外事業展開の役に

立ちたいという思いが強く

背中を押しました。
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うと事業開発責任者を探し

ているとのことでした。

　「新規事業と水」――私

にとっては、まさに神から

の救いの手がさしのべられ

たようでした。

桑名　大学卒業後、20年近

く経ってようやく「水ビジ

ネス」に携わることになる

訳ですね。

服部　そうです。ヴェオリ

ア・ウォーター・ジャパン

で長年の夢が叶いました。

当時は日本法人ができたば

かりで、10名強の体制から

スタートです。私は事業開

発本部長として、上下水道

や産業排水の運転管理状況

を分析して全国の自治体や

事業者に提案をして歩きま

した。

　水処理のことは学生時代

から勉強していましたから

問題はありませんでした

が、１年間に何十件と提案

営業しても１件も受注でき

なかったのには少しガック

桑名　勉強が大好きなんで

すね（笑）。

服部　好きではなくて単に

欲張りなだけです（笑）。

大学卒業後20年
　　 「水ビジネス」へ

桑名　そしてＭＢＡを取得

後に帰国して、ＮＴＴデー

タ経営研究所に３度目の就

職をする……。

服部　そうです。当時の松

本清一社長が環境ビジネス

を始めたいということで

誘ってくれました。その社

長のもとで急速に普及し始

めたインターネットと環境

問題を結びつけて情報配信

するサービス「エコロジー

エクスプレス」を担当させ

てもらいました。

　留学中からインターネッ

トを活用した新規ビジネス

を常に考えていましたか

ら、企画・システム開発・

海外の情報提供会社との交

渉や契約、運営メンバーの

採用、営業など全部を任せ

られ、仲間にも恵まれて充

実した毎日でした。

　ところが入社４年目に尊

敬する社長が交代すること

になるのです。経営方針も

変わり、親会社であるＮＴ

Ｔデータに事業譲渡しなけ

ればならなくなりました。

自分としてはさらなる発展

形を描いていましたので

ショックでしたね。因みに、

立ち上げた「エコロジーエ

クスプレス」は、10年たっ

た現在も継続していますか

ら事業としては成功かも知

れません。

　事業譲渡後は、事業総括

責任者から一マネージャー

になってしまったこともあ

り、悶々とした毎日を送っ

ていました。ところが突然、

ヘッドハンターから電話が

あったんです。話を聞いて

みるとフランス企業が日本

で水処理事業を立ち上げよ

対談●注目企業（人）を訪ねて…

水
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
と
展
望

―
水
メ
ジ
ャ
ー
の
戦
略
・
日
本
と
し
て
の
課
題
―

服
部
聡
之
著

“
水
ビ
ジ
ネ
ス
”の
基
本
的
事
項
を
網
羅
。
上
下
水
道

の
歴
史
や
技
術
、
制
度
・
経
営
・
水
質
問
題
か
ら
最

新
の
話
題
ま
で
を
解
説
し
、
日
本
の
上
下
水
道
が
抱

え
る
課
題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
見
つ
め
直
す

一
冊
で
あ
る
。さ
ら
に
は
水
メ
ジ
ャ
ー
の
企
業
分
析
、

世
界
戦
略
と
そ
の
実
例
（
失
敗
例
、
成
功
例
）
を
紹

介
・
分
析
す
る
。

【
目

次
】

１
．

公
益

事
業

と
し

て
の

上
下

水
道

－
各

国
の

制
度

比
較

２
．

日
本

の
上

下
水

道
事

業
の

経
営

状
況

　
３

．
日

本
の

上
下

水
道

事
業

に
お

け
る

今
後

の
課

題
　

４
．

水
問

題
に

対
す

る
世

界
的

な
取

組
み

５
．

世
界

の
「

水
メ

ジ
ャ

ー
」

の
戦

略
　

６
．

水
道

事
業

民
営

化
の

課
題

７
．

 深
刻

化
す

る
水

不
足

－
新

規
ビ

ジ
ネ

ス
が

期
待

さ
れ

る
国

々

　
８

．
上

水
道

の
歴

史
　

９
．

上
水

道
の

仕
組

み
　

10．
下

水
道

の
歴

史
　

11．
下

水
道

の
仕

組
み

　
12．

水
道

水
の

安
全

性
－

飲
み

水
は

安
全

か
　

13．
下

水
道

の
安

全
性

―
水

辺
は

甦
る

か
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●
対
談
後
記
●

と足にて足れり」の心境で

す。明日の事よりも、毎日

自分が出来る範囲で、全力

で仕事に励むように心掛け

ています。

桑名　その通りだと思いま

すね。それでは服部さんの

ポリシーは……？

服部　〝スモール・イズ・

ビューティフル〞です。イ

ギリスの経済学者＝エル

ンスト・フリードリッヒ・

シューマッハー著『スモー

ル・イズ・ビューティフル

　人間中心の経済学』（１

９７３年）という本があり

まして、日本総研在職時に

読みました。「人間は小さ

いものである。だからこそ

小さいことはすばらしいの

である。」という言葉に代

表されるように、大量生産、

大量消費に変わる経済モデ

ルを提唱した先見性に満ち

た経済学問書です。

桑名　とても感銘を受けた

本なんですね。

日本企業が海外で活躍する

ことは可能だと思います。

桑名　「自国内で強固な経

営基盤やシステムを作って

から……」ということです

ね。服部さんの将来目標に

ついてお聞かせ下さい。

服部　最初にもお話しまし

たが、私は基本的に「計画

人間」です。ですから少し

前までは先のことをあれこ

れ考えて、10年後の計画を

綿密に作っていました。

　しかし現在の立場になっ

てからは、考え方が１８０

度変わりました。特に昨年

３月11日の体験が大きく影

響しています。

桑名　と言いますと……？

服部　実は、東日本大震災

があったその日はインドネ

シアに７カ月余り出張して

帰国直前だったのですが、

ＮＨＫの海外放送で送られ

てくる映像を見て大変な

ショックを受けました。携

帯電話は日本からの地震警

報がリアルタイムで入って

くるのですが、ジャカルタ

では勿論揺れはまったくあ

りません。ＴＶ画面では、

津波で街が呑み込まれる様

子や物凄い勢いで燃え広が

る映像が流れてきますが、

自分では何もできません。

現実であり、現実でないよ

うな実に不思議な状況でし

た。できることといったら

携帯（メール）で家族や友

人、仕事仲間の安否確認を

とるくらいです。これほど

「諸行無常」であり、「無力」

であることを強く感じたこ

とはありませんでした。

桑名　震災が人々に与えた

有形無形の影響は大きいで

すよね。

服部　そうです。ですから

偶然生かされていることに

感謝し、今自分ができるこ

とに集中するだけです。明

日何が起きても不思議では

ありません。「行く末、遠

くを見るを願わじ。ただひ

　
身
長
182

セ
ン
チ
。
が
っ
ち
り

し
た
肩
幅
に
、ピ
ン
と
通
っ
た
背
筋
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
よ
う
な
風
貌
の
服
部

さ
ん
は
、
開
口
一
番
「
僕
は
口
ベ
タ

な
ん
で
…
」
と
言
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
に
よ
く
い
る
テ
レ
屋
な
の
だ
ろ

う
か
。
と
、
思
っ
た
の
も
つ
か
の

間
、
職
歴
、
趣
味
、
夢
な
ど
、
流
暢
に
、
滑
舌
よ
く
、
分

か
り
や
す
く
話
し
て
く
れ
た
。
ど
こ
が
口
ベ
タ
な
の
だ
ろ

う
。
こ
れ
ほ
ど
ご
自
身
を
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
方
も
珍
し

い
（
笑
）。
ど
の
お
話
も
興
味
深
く
、
面
白
か
っ
た
。
中

で
も
心
に
響
い
た
の
は
、「
今
は
、
目
標
を
定
め
な
い
こ

と
に
し
て
い
る
」
と
言
っ
た
こ
と
。
こ
の
言
葉
に
輝
き
を

感
じ
た
の
は
、
服
部
さ
ん
は
今
、
目
標
を
定
め
な
い
こ
と

で
、『
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
（
求
め
ず
し
て
思
わ
ぬ
発
見

を
す
る
力
）』
に
導
か
れ
る
素
敵
な
人
生
を
歩
ん
で
い
る

よ
う
な
気
が
し
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
桑
名

服部　はい。一般的に企業

は、何年後に売上何億円と

か組織拡大を目指すとか目

標を掲げますが、エンビズ

テックは始めから全く関心

がありません。あまり大き

くしてシステムの一部に組

み込まれたり、いろいろな

制約が出てきますから、「最

少の人間で最大の効果を上

げること」に尽きると思っ

ています。

桑名　同感です。

服部　「自分の得意な分野」

で、「自分らしく働き」、そ

して「社会に貢献する」こ

とを念頭に置いています。

桑名　逆に言いますと、「不

得意なことはやらない」、

または「やらないことを決

める」ことはとても大切だ

と思います。今後のご活躍

をお祈りしています。あり

がとうございました。

対談●注目企業（人）を訪ねて…

水
ビ
ジ
ネ
ス
の
戦
略
と
ビ
ジ
ョ
ン

―
日
本
の
進
む
べ
き
道
―

服
部
聡
之
著

　
世
界
で
展
開
す
る“
水
ビ
ジ
ネ
ス
”の
実
態
や
動
向
を
細
か
く

解
説
し
、
各
国
・
各
企
業
の
戦
略
を
大
胆
に
分
析
す
る
。
今
後
、

日
本
が
取
る
べ
き
方
向
性
を
７
つ
の
提
言
に
ま
と
め
、
国
際
展

開
へ
の
道
筋
を
示
す
。

【
提

言
１

】
 規

制
緩

和
と

強
制

・
罰

則
型

規
制

の
併

用
に

よ
る

PPP 
の

推
進

【
提

言
２

】
企

業
の

海
外

進
出

に
対

す
る

積
極

支
援

【
提

言
３

】
上

下
水

道
経

営
に

お
け

る
第

三
者

評
価

の
導

入
【

提
言

４
】「

漏
水

率
信

仰
」

か
ら

の
脱

却
【

提
言

５
】

規
制

主
体

と
事

業
主

体
の

完
全

分
離

【
提

言
６

】
企

業
再

編
に

よ
る

体
力

強
化

【
提

言
７

】
 国

を
あ

げ
て

の
民

営
化

の
検

討
（

広
域

化
と

上
下

水
道

一
体

経
営

も
含

む
）
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服部　その通りです。日本

の水ビジネスは浄水場や下

水道の普及を進めた「建設

の時代」から、２０００年

頃を境に「維持・管理の時

代」に入っています。

　グローバルに見れば、「世

界規模の人口増大」「途上

国の経済成長」「途上国の

都市化」により水不足が叫

ばれています。海外では民

間企業が「水道や下水道の

建設〜維持管理までを手掛

ける」例があり、成長して

います。

　個人差はありますが、国

際的にみて日本人は「技術

を精緻化すること」や「き

め細やかなサービスを提供

すること」が得意です。ま

た、「爆発的な瞬発力で一

気呵成にすすめること」よ

りは、「コツコツと積み重

ねること」を強みとしてい

ると思います。ですから、

水道、下水道システムにお

いて小型化や省エネ化を図

ることや、きめ細やかな管

理により40〜50年間にわた

り維持管理をする事業モデ

ルは、もっとも日本人の強

みや特長を発揮できるビジ

ネスモデルだと思います。

〝海外進出〞には
　　 国内企業育成が重要

桑名　最近、日本企業が海

外進出するケースが目立ち

ます。〝海外水ビジネス〞に

ついてどうお考えですか？

服部　昨年４月に出版し

た「水ビジネスの戦略とビ

ジョン」にも記しています

が、国際展開をするために

重要なことの１つが、「日

本国内で民間企業を育てる

こと」です。

　例えば野球でもそうです

が、イチローや松井秀喜が

メジャーで活躍できたの

は、長島茂雄や王貞治の時

代から始まっています。外

国人枠を作り、相手の研究

をしてそれで最後に海外に

出て行ったからです。

　日本国内でキチッと練習

や作戦・研究を積まない限

り、いきなり海外に行って

も難しいですよね。このこ

とが、〝急がば回れ〞で海

外進出への近道だと思いま

す。この考え方は水業界も

同様です。

　ただ短期的には自治体や

複数の企業と連合で海外進

出する〝オールジャパン〞

構想もやむを得ないと思い

ますが、日本国内における

民間委託や育成は欠かせま

せん。これはシンガポール

やマレーシア、中国など多

くの国が行っています。

　また、日本は技術力や優

秀な人達が多い訳ですか

ら、制度や仕組みを変えれ

ばできると思います。今の

仕組みはそういう風になっ

ていませんので、まずはそ

こを変えることが肝心で

す。そうなれば10年後は、

対談●注目企業（人）を訪ねて…




